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周年を記念する「マクレイ記念館」

青山学院大学

　学長　稲積　宏誠
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青山学院大学　新図書館棟　　完成
（１０）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　３月２６日　（火曜日）
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　青山学院大学の図書館は、年に現在国登録有形文化財（建造物）に
登録されている間島記念館が建設されたのがその起源といえます。この間
島記念館は、関東大震災後の校舎復興を機に中央図書館を新築することに
なり、校友会会長であり理事であった間島弟彦の遺志を愛子夫人が継いで
清水組の設計施工により建設されたものです。現在の大学図書館本館は、
青山学院創立周年事業として年に青山キャンパスに建設され、その
後開館した万代記念図書館（年厚木キャンパス、年キャンパス移
転に伴って相模原キャンパスに開館）との２館により大学を支えてきまし
た。

　いま求められている図書館像は、この年のなかで大きく変わりまし
た。学びを支援するための設備・施設というハードウエアや人的サービス
といったソフトウエアをも考慮した学びの場としての図書館が求められて
います。多くの学校でラーニングコモンズという言葉が浸透し、さまざま
な新しい図書館が提案されています。周年記念事業の一環として進め
られた新図書館棟「マクレイ記念館」もまさにそこへのチャレンジとなり
ました。特に、社会からの要請や時代の変化のなかで、開館後も「利用者
とともに進化する図書館」をコンセプトとしています。
　間島記念図書館としてスタートした図書館への思いが、年近くを経
て青山学院創立周年を機に、マクレイ記念館としてよみがえりました。
これを、青山学院大学の飛躍に結びつけたいとの思いを新たにしています。

学生のアクティビティから空間を考える
「アクティビティ・ベースド・ライブラリー」

　本計画は青山学院大学創立周年を記念した図書館と教室からなる図
書館棟の計画である。メインの図書館では「本」のための建物から「人」
のための場所へという基本的な考え方に基づいて、学生のアクティビティ
から空間を考える「アクティビティ・ベースド・ライブラリー」をコンセ
プトに、アクティビティの目的や種類に応じて「多様な居場所」や「環境」
を学生が自ら選択可能にすることで「主体的に見つける学習（能動的な学
習）」に寄与する空間を目指した。

　具体的には吹抜のある中央閲覧スペースの開放的な空間や書架に囲まれ
た落ち着いた空間、建物外周部に配された縁側的な空間である「アイル」
というより特徴のあるアクティビティに対応できる多様な空間を設けると
ともに、明るさの違いや気流感の有無、静音性など、環境的にも違いを設
け、さらにエリアごとにさまざまな家具を配置することで利用者が好みの
場所や環境を自分で選択できる計画とした。万冊の蔵書を効率的に収
蔵するため、自動書庫や集密書架を活用しつつも原則、開架形式としてす
べての書籍に学生が自分でアクセスできる計画とすることで主体的に見つ
ける学習に寄与することも意図した。自動書庫から学生が自分で書籍を取
出す「セルフ取出し」という日本初の試みも準備が整い次第、運用開始を
予定している。
　清水建設　設計本部　教育・文化施設設計部　グループ長　根岸健一吹き抜けがズレを伴って積層する中央閲覧スペース

地形を生かした階段状の学習ラウンジ
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■工事名称：青山学院大学新図書館棟（仮称）建築計画
■工事場所：東京都渋谷区渋谷４－４－
■発　注　者：学校法人青山学院
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：Ｓ造
■階　　数：地下１階地上６階
■用　　途：大学（図書館）
■設　　計：清水建設株式会社一級建築士事務所
■施　　工：清水建設株式会社東京支店
■工　　期：年４月２日～年２月日（解体工事含む）

撮影／中山　保寛

　青山学院大学の青山キャンパス（東京都渋谷区）内に新図書館
棟が完成した。創立周年を記念し、伝統ある同大学の図書館
に対する思いを引き継ぐ形で計画した。開館後も社会の要請や時

代の変化にも対応しながら「進化」することを目指すという。学
生の活動を支える新たな空間づくりに向けた今回の新図書館棟の
建設。設計と施工は清水建設が担当した。

テラスとつながる外周部の小部屋アイル 最上階のプレゼンテーションルーム 間接照明が連なる中央閲覧スペース


